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肝臓の解苛作IT)に関与すると考えられるグルタ
チオンS-トランスフェラーゼが,最近高橋らに
より.サル肝から単離された｡我々はこの酵素の
益質識別の分子機構を研究するために.基質グル
タチオン(GSH:H-γ-L-Glu-L-Cys-
Gly-OH)アナログの合成を試みた｡同時にこ
の盃要な肝酵素のサルとラット問の柾間差異も合
成した基質アナログを用いて研究しようと試みて
いる｡
基質アナログの合成は.種々試みた結果C末よ
りのステップワイズ合成法で行なった｡各基質ア
ナログについて,SH基の正賓さを考えて,Cys
の保護基として.撰択的に除去あるいは残す串の
出来る,p-メトキシベンジル,ベンジル,アセ
トアミドメチルの三種 (Ⅹ)を用いたものを合成
した｡
本年度に合成した基質アナログ中間体1-15を
列挙する｡
1-3 Boc-㍗-L-Glu-L-Cys(X)-
Gly-OMe
4-6 Boc-r-L-Glu-L-Cys(Ⅹ)-
Gly-NH2
7-9 Boc-r-L-Glu-L-Cys(X)-
L-AIR-CBzl
10-12 Boc-r-L-Glu-L-Cys(Ⅹ)-
L-Glu(OBzl)-OBzl
13-15 Boc-r-L-Glu-L-Cys(Ⅹ)-
LILys(Z)-OBzI
Boc:t-ブチルオキシカルポニル.OMe:
メチルエステル.NH2 :アミド,OBzl:ベ
ンジルエステル.Z:ベンジルオキシカルポ
ニノレ
これらの中rLl体より予m的に得た厄終基質を用
い.サル肝辞菜による作用を検索した結果,C未
のアミノ酸の性質により,反応速度にWl著な差が
あることを示唆する結果が得られた｡これらの結
果に基づき.詳細な検索を計画中である｡
霊長類におけるアルギナーゼの研究
大川敏明 (砂子旅育園)
でf野繁雄 (大阪市大 ･医)
藤木昭栄 (大阪市立環境保健協会)
アルギナーゼは尿素サイクル中の酵素の一つとし
て生体内アンモニアの解毒作用に重要な役割を果
している｡この酵素の欠損症は人では著明な高ア
ンモニア血症を引き起こし重箱な症状が認められ
る｡我々は霊長頬におけるアルギナーゼ活性の測
定を赤血球を用いて行ない,同酵素の系統発生学
的変化を明らかにすると共に,赤血球アルギナー
ゼ活性に個体差が強く認められたカニクイザルに
ついて,検討を加えた｡赤血球アルギナーゼ活性
は原則的には高等なもの程その活性が高く,下等
なもので低いという結果をえたが,カニクイザル
に於ては,非常に大きな個体差が認められ,21頭
中4頭は欠tflしていると考えられた｡
これら21頭について行なった赤血球内アルギノ
コハク酸分解鮮紫活性の測定.赤血球及び血究中
塩基性アミノ酸氾皮測定.血文中アンモニア,尿
素窒素,クレアチニン,及び尿椴の測定結果は次
に示す通りであった｡21所のアルギナーゼ活性値
は平均3.05(〟moles/hr/g.Hb)であったが,
4頭は0.2以下を示し欠氾症と考えられた｡これ
ら4頭のアルギノコハク酸分解酵素活性値は,
17.75士4.79(〟moles/hr/ど.Hb)を示し,活性
を有する群の12.5土2.48に比して明らかに高く1
%の危険率で有意差が認められたOアミノ酸分析
の結果からはアルギナーゼ活性欠損ザルの赤血球
でArginineが著明に増加し.Ornithineは著明に
減少していることが明らかとなった｡この関係は
血安中のアミノ酸分析では認められなかった｡血
液中のアンモニア測定でも.カニクイザルの個体
差は大きく14-336FLg/dlの広柾Bf)に分布した｡
しかし血液中アンモニア汲皮と赤血球アルギナー
ゼ活性の問には相関が認められず,赤血球アルギ
ナーゼ活性の欠損はカ三クイザルに於ては,′直接
の原因ではないと考えられた｡この点については
今後.肝での尿素サイクル系譜酵素の測定を行
なって明らかにする必要がある｡
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